
（1）　　　  　2023 年 5 月 27 日（土曜日）　　　　　　　　　　　　　東京 25 ジャーナル　　　　                                          （毎週土曜日発行）　　第 78 号

長
）
の
創
立
50
周
年
記
念

式
典
が
５
月
18
日
、
パ
レ

ス
ホ
テ
ル
立
川
で
開
か
れ

た
。
関
係
者
２
２
０
人
が

参
加
し
、
半
世
紀
と
い
う

大
き
な
節
目
を
盛
大
に
祝

い
、
次
代
へ
の
飛
躍
を
誓

っ
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
１
９
７
３

年
に
東
京
福
生
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
を
親
ク
ラ
ブ
と

し
て
発
足
。
少
年
軟
式
野

球
や
中
学
生
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー

の
各
大
会
、
ヤ
マ
メ
の
里

親
教
室
、
秋
川
消
防
少
年

団
の
支
援
な
ど
の
活
動
を

　
東
京
秋
川
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
（
松
村
博
文
会

通
し
、
青
少
年
の
育
成
と

地
域
の
発
展
に
尽
力
し
て

き
た
。
ま
た
、
韓
国
の
密

陽
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
セ
ン

ト
ラ
ル
・
ダ
バ
オ
の
各
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
姉

妹
、
友
好
の
ク
ラ
ブ
関
係

を
結
び
、
国
際
交
流
も
深

め
た
。
現
在
の
会
員
数
は

45
人
。

　

記
念
式
典
で
松
村
会
長

が
「
半
世
紀
の
活
動
実
績

を
土
台
に
、
未
来
の
た
め

に
行
動
す
る
ク
ラ
ブ
を
実

践
し
て
い
く
」
と
力
強
く

述
べ
た
。

　

鶴
田
和
男
実
行
委
員
長

は
「
秋
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
に
は
先
輩
た
ち
の
奉

仕
の
理
想
を
掲
げ
て
豊
か

な
社
会
を
創
造
し
よ
う
と

い
う
気
概
と
努
力
が
連
綿

と
伝
わ
っ
て
い
る
。
そ
の

気
概
と
努
力
を
次
の
50
年

に
向
け
さ
ら
に
発
展
さ
せ

た
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

席
上
、
記
念
事
業
と
し

て
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
、
ロ

ー
タ
リ
ー
米
山
記
念
奨
学

会
、
米
山
梅
吉
記
念
館
、

ロ
ー
タ
リ
ー
希
望
の
風
奨

学
金
に
寄
贈
品
が
渡
さ
れ

た
ほ
か
、
在
籍
・
皆
出
席

50
年
の
橋
本
健
司
氏
、
在

籍
43
年
の
山
田
宗
孝
氏
、

同
40
年
の
法
理
規
夫
氏
ら

11
人
が
永
年
在
籍
表
彰
を

受
け
た
＝
写
真
下
。

　

来
賓
祝
辞
で
、
嶋
村
文

男
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第

２
５
８
０
地
区
ガ
バ
ナ

ー
、
東
京
福
生
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
の
鳥
居
徹
也
会

長
、
中
嶋
博
幸
あ
き
る
野

市
長
ら
が
登
壇
。
50
年
間

の
実
績
を
称
え
る
と
と
も

に
、
今
後
の
さ
ら
な
る
活

躍
に
期
待
を
寄
せ
た
。

　

式
典
終
了
後
、
国
際
金

融
経
済
学
者
の
真
田
幸
光

氏
が
「
混
沌
の
世
界
情
勢

を
見
る
」
と
題
し
記
念
講

演
し
た
。

　
　
　
　

■

　

５
月
13
日
に
は
秋
川
キ

ラ
ラ
ホ
ー
ル
で
一
般
を
対

象
に
創
立
50
周
年
記
念
講

に
拍
車
を
か

け
、
石
油
価

格
も
一
時
は

跳
ね
上
が
っ

た
。
経
済
の

先
行
き
に
不

透
明
感
が
増

し
、
混
沌
を

助
長
さ
せ
て

い
る
。

　

今
後
の

世
界
情
勢

は
、
情
報
を

制
す
る
も
の

が
世
界
を
制

す
る
。
宇
宙

開
発
や
５
Ｇ

演
会
と
演
奏
会
が
行
わ
れ

た
。
キ
ャ
ノ
ン
グ
ロ
ー
バ

ル
戦
略
研
究
所
主
幹
の
宮

家
邦
彦
氏
が
「
国
際
情
勢

と
日
本
の
取
る
べ
き
道
」

と
題
し
講
演
し
た
。

　

次
い
で
全
日
本
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
４
大
会
連
続

金
賞
受
賞
の
東
海
大
学
菅

生
高
校
吹
奏
学
部
が
感
動

溢
れ
る
演
奏
を
披
露
し
、

観
客
を
魅
了
し
た
。席
上
、

地
元
の
あ
き
る
野
市
、
日

の
出
町
、
檜
原
村
の
各
社

会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
金

が
贈
ら
れ
た
。
会
場
に
は

市
民
ら
７
０
０
人
が
足
を

運
ん
だ
。

　
　「
混
沌
の
世
界
情
勢
を

見
る
」

　
真
田
氏
の
講
演
要
旨

　　

今
の
世
界
情
勢
は
混
沌

と
し
て
良
く
な
る
か
悪
く

な
る
か
見
通
せ
な
い
。
今

の
世
界
の
秩
序
は
英
米
で

動
い
て
い
る
が
、
米
国
の

動
き
に
歯
止
め
を
か
け
よ

う
と
し
て
い
る
の
が
中

国
。
人
民
元
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
推
し
進
め
な
が
ら
、

友
好
国
に
中
国
語
と
人
民

元
を
使
う
こ
と
を
要
求
し

て
い
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
は
、

専
門
家
の
多
く
が
、
ロ
シ

ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵

攻
し
な
い
と
思
っ
て
い

た
。
世
界
的
な
イ
ン
フ
レ

開
発
な
ど
情
報
覇
権
争
い

が
進
む
中
で
、
現
状
で
も

中
国
が
優
位
に
立
っ
て
い

る
。

　

日
本
は
現
実
的
に
米
国

を
は
じ
め
Ｇ
７
各
国
と
協

力
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
そ
の
中
で
日
本
で
も

世
界
が
必
要
と
す
る
独
自

の
産
業
を
つ
く
っ
て
、
生

き
延
び
ら
れ
る
よ
う
な
技

術
開
発
を
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
そ
う
し

た
最
新
の
技
術
を
持
つ
こ

と
が
抑
止
力
に
も
な
る
。

　「
国
際
情
勢
と
日
本
の

取
る
べ
き
道
」

　
宮
家
氏
の
講
演
要
旨

　

２
０
２
２
年
２
月
の
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

軍
事
侵
攻
後
、
５
月
に
東

京
で
ク
ワ
ッ
ド
首
脳
会
議

が
開
か
れ
、
６
月
に
は
岸

田
首
相
が
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
首
脳

会
議
に
招
か
れ
た
。
中
国

の
習
主
席
は
独
裁
体
制
を

強
化
す
る
中
、
米
国
は
中

国
の
気
球
を
撃
墜
、
バ
イ

デ
ン
大
統
領
は
ウ
ク
ラ
イ

ナ
を
訪
問
し
た
。

　

あ
る
地
域
に
お
い
て
権

力
が
ど
の
よ
う
な
形
で
流

れ
て
い
く
か
を
見
た
と

き
、権
力
が
失
わ
れ
た「
権

力
の
真
空
地
帯
」へ
流
れ
、

そ
こ
で
力
が
ぶ
つ
か
り
、

混
乱
が
生
じ
る
。

　

イ
ラ
ク
は
北
部
を
除
い

て
平
な
地
形
で
、
北
部
の

山
か
ら
敵
が
降
り
て
き
た

ら
守
り
よ
う
が
な
い
。
東

西
南
北
、
侵
略
の
十
字
路

で
、
フ
セ
イ
ン
政
権
の
崩

壊
後
、
シ
ー
ア
派
地
域
は

イ
ラ
ク
革
命
防
衛
隊
、
ス

ン
ニ
派
地
域
は
イ
ス
ラ
ム

国
が
掌
握
し
た
。

　

ロ
シ
ア
の
首
都
モ
ス
ク

ワ
周
辺
も
平
ら
な
地
形

で
、
国
土
を
守
る
に
は
緩

衝
地
帯
を
つ
く
る
必
要
が

あ
っ
た
。
戦
後
は
ワ
ル
シ

ャ
ワ
条
約
機
構
を
組
織

し
、
東
ド
イ
ツ
ま
で
緩
衝

地
帯
が
で
き
た
が
、
ベ
ル

リ
ン
の
壁
崩
壊
後
、
徐
々

に
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
（
北
大
西
洋

条
約
機
構
）が
拡
大
し
た
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
、
東
方

に
拡
大
す
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と

ロ
シ
ア
に
挟
ま
れ
た
国

世界情勢占う 2つの講演に学ぶ

東京秋川ＲＣ 創立 50 周年祝う

で
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
寄
り
に
な

っ
た
こ
と
で
、
ロ
シ
ア
に

侵
攻
さ
れ
た
。
ロ
シ
ア
・

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で
は
、

軍
事
力
や
同
盟
が
な
け
れ

ば
国
は
守
れ
な
い
こ
と
、

情
報
戦
に
勝
た
な
け
れ
ば

戦
争
に
勝
て
な
い
こ
と
な

ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

１
９
３
０
年
代
と

２
０
２
０
年
代
は
、
東
ア

ジ
ア
に
強
力
な
新
興
国
が

台
頭
し
た
。
か
つ
て
の
日

本
と
現
在
の
中
国
で
、
い

ず
れ
も
現
状
を
不
正
義
と

捉
え
て
変
更
す
べ
き
だ
と

主
張
し
、
西
太
平
洋
に
お

け
る
米
国
の
海
洋
覇
権
に

軍
事
的
に
挑
戦
し
て
い
る

点
で
共
通
し
て
い
る
。

　

南
シ
ナ
海
で
は

１
９
９
０
年
代
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
か
ら
米
軍
基
地
が
撤

退
し
て
「
力
の
真
空
」
が

生
ま
れ
、
そ
こ
を
中
国
が

埋
め
た
。
人
工
島
建
設
な

ど
で
要
塞
化
を
進
め
て
い

る
。
中
国
は
、
脅
威
は
海

か
ら
来
る
と
考
え
て
い

る
。
だ
か
ら
シ
ー
レ
ー
ン

が
必
要
で
、
海
洋
進
出
を

強
め
る
中
国
に
立
ち
は
だ

か
る
の
は
日
米
と
い
う
構

図
に
な
っ
て
い
る
。昨
年
、

米
国
の
ペ
ロ
シ
下
院
議
長

が
台
湾
を
訪
問
し
た
際
、

中
国
は　

台
湾
を
包
囲
す

る
よ
う
に
６
カ
所
で
軍
事

演
習
を
行
っ
た
。
演
習
通

り
な
ら　

台
湾
有
事
の
際

次代への飛躍を誓う

返
さ
な
い
が
、
時
に
韻
を

踏
む
。

　

中
国
が
判
断
ミ
ス
す
る

頻
度
は
低
く
な
い
。
北
京

の
リ
ー
ダ
ー
に
台
湾
に
手

を
出
し
て
も
成
功
せ
ず
、

判
断
ミ
ス
は
高
く
つ
く
こ

と
を
知
ら
せ
な
い
と
い
け

な
い
。
話
し
合
い
の
糸
口

を
常
に
開
き
な
が
ら
、
中

国
を
抑
止
す
る
た
め
の
日

本
の
姿
勢
を
示
す
こ
と
、

国
を
守
る
意
思
を
見
せ
、

独
裁
者
に
間
違
い
さ
せ
な

い
こ
と
が
重
要
だ
。

　

第
３
次
世
界
大
戦
は
サ

イ
バ
ー
世
界
で
は
始
ま
っ

て
い
る
。
前
哨
戦
で
能
力

を
探
り
あ
っ
て
い
る
。

に
与
那
国
島
は
戦
場
と
し

て
巻
き
込
ま
れ
る
。
日
本

有
事
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
。

　

経
済
は
合
理
制
で
判
断

で
き
る
が
、
権
力
は
合
理

性
で
判
断
し
て
は
い
け
な

い
。
戦
略
的
合
理
性
で
考

え
る
必
要
が
あ
る
。
経
済

の
相
互
依
存
が
深
い
か
ら

戦
争
は
起
き
な
い
と
い
う

の
は
間
違
い
で
、
安
全
保

障
が
整
っ
て
い
る
か
ら
経

済
的
依
存
が
深
ま
る
と
考

え
た
方
が
い
い
。

　

歴
史
の
格
言
に
「
愚
者

経
験
に
学
び　

賢
者
は
歴

史
か
ら
学
ぶ
」
と
い
う
言

葉
が
あ
る
。
歴
史
は
繰
り

節目を祝った会員と関係者ら

　　　　　　

寺は文化の発信地　創ろう地域の文化を人から歴史から
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